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 立候補ファイルの内容について 
立候補ファイル： 全１４テーマ・ＩＯＣからの質問に回答 

テーマ 項 目 回答の主なポイント 

１ 

ビジョン、レガシ

ー及びコミュニ

ケーション 

・世界で最も先進的で安全な都市の中心で開催 

・ダイナミックなスポーツの祭典とオリンピックの価値を提供し、

オリンピック・ムーブメントの拡大に貢献 

・スポーツの力で人々を団結させ、鼓舞するとともに、未来へのレ

ガシーを築く。 

・東京都の長期戦略「２０２０年の東京」と完全に一致。 

２ 
大会の全体的な

コンセプト 

・ 非常にコンパクトな大会開催：東京圏の 33 競技会場のうち 28

会場（85％）は選手村を中心とする半径８km 圏内に配置 

・ 1964 年大会のレガシーが現存する「ヘリテッジゾーン」と発展

する東京を象徴する「東京ベイゾーン」 

・ ２つのゾーンの交点に選手村を配置 

・ 人々は伝統・文化から現代に至るまで東京の魅力を体験 

３ 
政治及び市民の

支援 

・ 国会、都議会ともに招致議員連盟が設立され、党派を超えた支

持を獲得、招致決議済み 

・ 支持率（電話＋インターネット調査・10 月） 

都民：６５％ 国民：６４％ 

４ 法的側面 

・開催都市決定から５か月以内に組織委員会を設立 

・組織委員会（公益財団法人）は、大会の計画、運営、実行に責任

を持つ 

 

５ 

環境 

・ 太陽光パネル、低公害車など、環境にやさしい技術を導入 

・ 東京及び地方会場（サッカー予選）都市の放射線量は、国際放

射線防護委員会の基準値を大幅に下回る水準 

・ 2020 年大会の会場は全て最新の耐震基準に基づき耐震性を確保

・ 東京湾の地形は津波が入りにくく、防災対策も万全 

６ 財政 
・ 東京都及び日本国政府による財政保証 

・ 大会組織委員会の予算は非常に堅実に編成（約 3,000 億円） 

７ マーケティング 

・ 不正競争防止法等により、IOC、大会組織委員会、大会スポンサ

ーの権利を保護 

・ 国内のスポーツ人気に支えられた確実なチケット販売 

 

テーマ 項 目 回答の主なポイント 

８ 競技及び会場

・ オリンピックスタジアムは 2019 年までに最新鋭の競技場に生ま

れ変わる国立霞ヶ丘競技場（ＪＳＣにより建替計画が進行中） 

・ 競技会場数３７（既存１５、計画２、新規９、仮設１１） 

・ 国際競技連盟（IF）の意見等を受け、申請ファイルから変更 

  自転車ロードレース（ゴール）： 

      皇居外苑 ⇒ 武蔵野の森公園 

ゴルフ：若洲ゴルフリンクス ⇒ 霞ヶ関カンツリー倶楽部 

・ その他競技会場計画 ⇒ 別紙地図のとおり 

９ 
パラリンピッ

ク競技大会 

・ パラリンピック大会を、オリンピック大会から引き続く一つの祭

典として実施 

・ 95％の競技会場を選手村から半径８km 圏内に配置するコンパク

トな会場配置 

１０ 選手村 

・ 地理的にもコンセプト的にも大会の中心となる晴海地区に整備 

・ 敷地面積４４ha、約 17,000 人が宿泊可能 

（2016 招致の有明北地区３１ha の１．４倍） 

１１ 

大会セキュリ

ティ及び医療

サービス 

・ 各セキュリティ機関が密接に連携して、安全な大会開催を実現 

・ 豊富なセキュリティ要員数とセキュリティ実績 

・ 経験豊富な医療スタッフ及び最新の医療設備等、万全な医療体制

・ オリンピック病院は１０か所（聖路加国際、都立墨東、広尾等）

１２ 宿泊施設 

・ 選手村から半径 10ｋｍ圏内に約 87,000 室、半径 50ｋｍ圏内では

140,000 室を超える圧倒的なホテルインフラ 

・ 既に 46,000 室以上の保証を取得済（IOC 要求は 40,000 室） 

・ ＩＯＣホテルは赤坂・六本木地区の最高級ホテルを選定 

（ﾎﾃﾙｵｰｸﾗ東京、ANA ｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ東京、ｻﾞ･ﾌﾟﾘﾝｽﾊﾟｰｸﾀﾜｰ東京、

ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾊｲｱｯﾄ東京） 

１３ 輸送 

・ 一日 2,570 万人を輸送する鉄道網など、発達した公共交通機関を

活用した観客輸送 

・ コンパクトな会場配置とオリンピックレーン（約３１７km）を活

かした円滑な大会関係者輸送 

１４ メディア 

・ ＩＢＣ/ＭＰＣ（国際放送センター／メインプレスセンター）は

日本最大の国際会議・展示施設である東京ビッグサイトに設置 

・ 最先端の通信技術を活用した快適な通信環境を提供 
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【会場配置 MAP】 

 




